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き
の
グ
レ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
視
察
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
７
」
に
参
加
。
北
欧
３
カ

国
―
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
）、
エ
ス
ト
ニ
ア
（
タ
リ
ン
）、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）―
―
の

Ｉ
Ｔ
関
連
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
（
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
急
成
長
し
、
市
場
開

拓
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
る
企
業
や
事
業
）
や

Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
行
政
機
関
・
銀
行
な

ど
13
カ
所
を
視
察
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
金
融
に
関
連
す
る
多
く
の

気
付
き
を
得
た
の
で
、
今
号
で
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
現
実
」、
次
号
で

「
金
融
機
関
が
直
面
す
る
五
つ
の
課

題
」
と
題
し
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
い
ま

地
に
足
を
付
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
真
の
課
題
」
は
何
か
を
考

察
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ

Ｉ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
関
連
の
言
葉
（
用

語
）」
が
氾
濫
す
る
中
、
そ
れ
ら
に
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
歩
む
べ
き
道
筋

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

１
．
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
実
感
し
た

い
く
つ
か
の
体
験

　

視
察
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
は
総
勢
80

余
名
。
２
班
に
分
か
れ
、
一
方
の
班
の

40
名
は
Ｉ
Ｔ
企
業
社
長
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
税
理
士
、
大
学
教
授
等
で
構

成
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
化
が
著
し
く
進
む
エ
ス

ト
ニ
ア
を
重
点
的
に
視
察
。
筆
者
も
こ

の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
方
の
班
の
40
名
は
、
成
長
著

し
い
多
様
な
業
種
の
経
営
者
で
構
成
さ

れ
、
サ
ム
ハ
ル
、
ク
ロ
ー
マ
ウ
ェ
イ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
遅
れ
に

外
国
人
旅
行
者
は
不
満
も

ボ
ル
ボ
、
イ
ケ
ア
な
ど
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
中
核
企
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
、

労
働
環
境
整
備
に
よ
る
生
産
性
向
上
等

を
中
心
テ
ー
マ
に
視
察
し
た
。

①
機
中
の
話

　

５
月
21
日
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
へ
向
か
う

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
機
内
で
の
こ
と
。

隣
に
座
っ
た
男
性
は
、
ス
イ
ス
で
企
業

法
務
を
専
門
と
す
る
40
歳
前
後
の
弁
護

士
。
３
週
間
、
広
島
、
京
都
、
河
口
湖

（
富
士
山
）、
箱
根
、
東
京
で
観
光
を

満
喫
し
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
経
由
で
自
宅
の

あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
帰
る
と
い
う
。

　

翌
22
日
は
月
曜
日
、「
し
ば
ら
く
休

暇
も
取
れ
な
い
の
で
必
死
に
働
く
」
と

言
っ
て
い
た
。
日
本
の
印
象
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
ど
の
都
市
も
綺
麗
で
治
安

も
良
く
、
風
景
も
素
晴
ら
し
い
。
食
事

も
美
味
し
く
大
満
足
だ
っ
た
」
と
の
こ

と
。
海
外
旅
行
が
趣
味
で
、
す
で
に
30

カ
国
訪
れ
た
と
い
う
。
猛
烈
に
働
き
、

長
期
休
暇
は
趣
味
の
海
外
旅
行
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
い
っ
た
生
活
サ
イ
ク

ル
の
よ
う
で
あ
り
、
と
て
も
旅
慣
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

「
日
本
で
困
っ
た
こ
と
、
不
便
に
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
」
と
聞
く

と
、「
現
金
を
持
っ
て
い
な
い
と
何
も

買
え
な
い
し
食
事
も
で
き
な
い
場
所
が

多
い
。
そ
れ
と
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ

環
境
が
意
外
に
少
な
く
、
通
信
の
不
自

由
を
感
じ
た
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て
ス
イ

ス
の
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
現
金

の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
以
前
か
ら
銀
行
と
小
売
業
者
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
だ
現
金

し
か
利
用
で
き
な
い
小
売
店
も
あ
る

が
、
私
の
場
合
は
支
払
い
の
70
％
程
度

が
カ
ー
ド
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

な
感
じ
だ
」
と
の
こ
と
。

「
次
は
ど
の
国
に
行
く
予
定
で
す
か
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ま
た
日
本
に
来

た
い
。
北
海
道
や
九
州
が
候
補
だ
」
と

の
返
事
。
よ
ほ
ど
日
本
を
気
に
入
っ
て

く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

②
現
地
で
の
い
く
つ
か
の
気
付
き

㋐
現
金
流
通
量
は
わ
ず
か
２
％
!?

　

最
初
の
訪
問
国
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）。
福
祉
国
家
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
知
ら
れ
、
現
金
流
通
量

は
２
％
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
こ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

目
的
の
一
つ
は
脱
税
防
止

と
で
も
有
名
だ
。

　

40
年
余
り
前
に
現
地
大
学
に
留
学
し

今
で
も
同
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
関
係
の
あ
る
Ｎ

氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
税
の
高
負
担
に

つ
い
て
国
民
は
自
分
の
老
後
や
子
ど
も

の
教
育
な
ど
将
来
の
た
め
に
「
国
に
預

金
を
し
て
い
る
」
と
捉
え
て
い
る
そ
う

だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
国
民
が
税
金
の
使

い
道
を
厳
し
く
監
視
す
る
意
識
が
高

く
、
国
政
や
地
方
自
治
も
そ
れ
を
可
能

と
す
る
よ
う
な
国
民
参
加
型
行
政
の
制

度
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

同
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
政
策

は
、
脱
税
等
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
目

的
の
一
つ
だ
と
い
う
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
電
子
的
に
捕
捉
す
る
比
率
を
高

め
る
こ
と
で
、
税
金
の
算
定
根
拠
と
な

る
課
税
対
象
所
得
等
の
把
握
が
よ
り
透

明
に
な
り
公
平
性
が
高
ま
る
か
ら
だ
。

　

同
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
象
徴

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、「
銀
行
強

盗
が
押
し
入
っ
て
も
支
店
に
現
金
が
な

か
っ
た
」
と
い
う
話
も
知
ら
れ
て
い

る
。
三
百
数
十
年
前
、
現
在
の
よ
う
な

形
式
の
お
札
を
世
界
で
初
め
て
発
行
し

た
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
央
銀
行
だ

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
国
は
、
い

ま
最
も
紙
幣
が
使
わ
れ
て
い
な
い
国
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

２
０
１
７
年
２
月
に
日
本
銀
行
が
公

表
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
決
済
統
計

か
ら
み
た
日
本
の
リ
テ
ー
ル
・
大
口
資

金
決
済
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
」
に
よ
れ

ば
、
現
金
（
銀
行
券
＋
貨
幣
）
の
流
通

残
高
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
各
国
・

地
域
別
に
見
る
と
、
調
査
時
点
（
２
０

１
５
年
）
で
日
本
は
19
・
４
％
で
あ

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
行
し
て

い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
１
・
７
%
）
の

約
11
倍
。
英
国
３
・
７
％
、
米
国
７
・

９
％
、
ユ
ー
ロ
圏
10
・
６
％
な
ど
主
要

国
と
比
べ
て
も
際
立
っ
て
高
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
だ
け
で
な
く
、
電
子
マ
ネ
ー
、
仮

想
通
貨
と
い
っ
た
新
た
な
決
済
手
段
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
の
現
金

流
通
残
高
は
突
出
し
て
大
き
い
。

㋑
水
一
本
も
カ
ー
ド
払
い
、
割
り
勘
も

カ
ー
ド
利
用

　

３
カ
国
と
も
、
露
天
商
な
ど
除
き
、

決
済
を
必
要
と
す
る
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ

街
中
の
小
売
店
で
は

カ
ー
ド
端
末
を
設
置

る
５
月
21
日
～
28
日
に
か
け
、

船
井
総
合
研
究
所
主
催
の
「
驚

去

大
内
修

金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

前
編
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
現
実

電
子
決
済
が
日
常
生
活
に
浸
透

現
金
を
持
た
な
い
銀
行
店
舗
も

キャッシュレス先進国に学ぶ
フィンテック時代に
取り組むべき課題

北欧視察レ
ポート


